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 ５．１．６ ＰＣ片持製作工 
１．適用 

ＰＣ橋のうち最大支間長１７０ｍ以下で２主桁の場所打ち片持ち製作工（斜張橋は除く）を

対象とする。 
 

２．数量算出項目 
型枠、鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、ＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼棒継手、緊張等の数量を 

算出する。 
 （１）数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 

属性情報 

規格・仕様 単位 数量 備考 

型     枠 Ｂ ○ ｍ２   

鉄     筋 Ｂ ○ ｔ   

コンクリート Ａ ○ ｍ３  養生工含む 

PC ケーブル PC ケーブル定着工 Ｂ ○ 箇所  ｼｰｽ及ｸﾞﾗｳﾄを含む 

PC ケーブル緊張工 Ｂ ○ 箇所   

PC 鋼棒 PC 鋼棒継手工 Ｂ ○ 箇所   

PC 鋼棒定着工 Ｂ ○ 箇所  定着装置を含む 

 

「型枠」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と面積を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を

区分することより「Ｂ」を適用する。 

「鉄筋」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置と延長より質量を算出し、属性情報を用いて規格・

仕様を区分することより「Ｂ」を適用する。 

「コンクリート」は、BIM/CIM モデルを用いて体積を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分する

ことより「Ａ」を適用する。 

「ＰＣケーブル」の「ＰＣケーブル定着工」と「ＰＣケーブル緊張工」は、簡易な形状（点、線、面）

を用いて位置を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分することより「Ｂ」を適用する。 
 

「ＰＣ鋼棒」の「ＰＣ鋼棒継手工」と「ＰＣ鋼棒定着工」は、簡易な形状（点、線、面）を用いて位置

を算出し、属性情報を用いて規格・仕様を区分することより「Ｂ」を適用する。 
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３．数量算出方法 
数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。 

各連ごとに数量をとりまとめる。 

 

（１）型枠 

型枠は鋼製型枠と木製型枠に下記内容で区分する。 

区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 
規格・仕様 単位 数量 備考 

片持部 

外型枠 

Ｂ  ｍ2  鋼製型枠 
底型枠 

片持部（内型枠、

小口型枠） 

柱 頭 部 

側 径 内 部 

中 央 閉 合 部 

 Ｂ  ｍ2  木製型枠 

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

 

（２）鉄筋 

鉄筋の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.１鉄筋工」により算出する。 

 

（３）コンクリート 

コンクリートの数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．１コンクリート工」に

より算出する。 

 

（４）ＰＣ鋼棒工 

ＰＣ鋼棒の延長は、アンカープレート内面間の実延長とし、ＰＣ鋼棒の種類ごとにＰＣ鋼棒の

延長を算出し、鋼材長より質量を算出する。 

 

（５）ＰＣ鋼棒継手工 

必要に応じて計上すると共に普通継手とＧ継手に区分する。 

 

（６）ＰＣ鋼棒定着工 

固定側の定着を算出するものとする。 

 

（７）ＰＣ鋼棒緊張工（緊張側の定着装置取付含む） 

下記の内訳で算出する。 

区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 
規格 単位 数量 備考 

縦締 Ｂ φ○○○ 箇所   

横締 Ｂ 〃 箇所   

鉛直斜締 Ｂ 〃 箇所   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。  
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（８）ＰＣケーブル 

ＰＣケーブルの延長は、定着装置内面の実延長とし、ＰＣケーブルの種類ごとにＰＣケーブル

の延長を算出し、鋼材長より質量を算出する。 

 

（９）ＰＣケーブル定着工 

片引きとする場合に固定側の定着装置を組立、取付する作業である。 

下記の内訳で算出する。 

区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 
規格 単位 数量 備考 

縦 締 Ｂ φ○○○ 箇所   

横 締 Ｂ 〃 箇所   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

 

（１０）ＰＣケーブル緊張工 

緊張側の定着装置の組立、取付け及びＰＣケーブルの緊張作業である。 

下記の内訳により算出する。 

区分 

項目 

BIM/CIM 

モデル 
規格 単位 数量 備考 

縦 締（両引き） Ｂ φ○○○ 箇所   

縦 締（片引き） Ｂ 〃 箇所   

横 締 Ｂ 〃 箇所   

BIM/CIM モデルによる数量算出方法は、コンクリート構造を参考とする。 

 




























































































































































